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編集後言己

編
集
後
記

　
周
知
の
と
お
り
、
わ
が
法
学
研
究
会
で
は
、
定
年
（
選
択
定
年
を
含
む
）

を
迎
え
て
御
退
職
さ
れ
る
専
任
教
授
に
対
し
て
、
記
念
論
文
集
を
特
集
し

て
献
呈
す
る
こ
と
を
恒
例
と
し
て
い
る
。

　
中
村
勝
範
教
授
が
、
本
年
三
月
を
も
っ
て
義
塾
法
学
部
を
退
か
れ
る
。

こ
こ
に
記
念
の
特
集
号
一
冊
を
編
み
、
御
退
職
記
念
の
論
文
集
と
す
る
ゆ

え
ん
で
あ
る
。

　
中
村
勝
範
教
授
は
、
今
は
亡
き
碩
学
・
中
村
菊
男
先
生
門
下
の
逸
材
と

し
て
日
本
政
治
史
・
政
治
学
を
専
攻
し
、
研
究
・
教
育
に
眞
摯
に
専
念
さ

れ
た
。
恩
師
た
る
中
村
先
生
の
文
字
ど
お
り
直
弟
子
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
来

よ
う
。
そ
の
輝
か
し
い
業
績
・
経
歴
は
、
別
掲
に
見
る
と
お
り
で
あ
る
。

義
塾
を
御
退
職
後
は
、
北
関
東
に
新
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
某
大
学
に
最
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高
責
任
者
と
し
て
御
赴
任
の
予
定
、
と
灰
聞
す
る
。
新
天
地
で
の
よ
り
一

層
の
御
活
躍
を
切
に
希
求
し
た
い
。

　
本
号
担
当
の
責
任
者
と
し
て
、
こ
の
〈
編
集
後
記
〉
を
執
筆
し
て
い
る

筆
者
は
、
実
は
、
知
る
人
ぞ
知
る
と
お
り
、
過
ぐ
る
昭
和
三
十
年
に
共
に

義
塾
に
残
っ
た
中
村
教
授
と
は
「
同
期
の
桜
」
で
あ
る
。
わ
が
法
学
部
に

は
、
そ
の
年
、
た
ま
た
ま
七
名
の
多
数
で
あ
っ
た
の
で
、
口
の
悪
い
先
輩

の
な
か
に
は
、
わ
れ
わ
れ
を
指
し
て
「
七
人
の
サ
ム
ラ
イ
」
と
呼
ば
れ
た

方
も
い
た
ら
し
い
。

　
そ
の
「
サ
ム
ラ
イ
」
も
、
事
情
が
あ
っ
て
早
く
塾
外
に
去
っ
た
K
君
は

別
と
し
て
も
、
高
鳥
（
林
脇
）
ト
シ
子
君
が
意
外
に
早
く
退
職
さ
れ
、
十

時
厳
周
君
に
つ
づ
い
て
、
今
春
は
中
村
君
と
賀
川
俊
彦
君
の
両
名
が
義
塾

を
去
ら
れ
る
。
残
る
は
宮
澤
浩
一
君
と
筆
者
の
二
人
と
な
っ
た
。
官
疋
に
感

慨
な
し
と
し
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
中
村
教
授
は
信
州
の
産
、
そ
の
学
問
と
人
柄
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
定
評
が
あ
る
。
古
来
、
才
智
と
美
貌
の
両
者
を
兼
ね
備
え
た
女
性

を
指
し
て
〈
才
色
兼
備
〉
と
稻
す
る
が
、
卑
見
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
中
村

教
授
こ
そ
は
、
〈
才
色
〉
な
ら
ぬ
〈
才
徳
〉
兼
備
の
人
、
と
思
考
さ
れ
る
。

教
授
の
〈
徳
〉
を
慕
っ
て
来
る
門
下
生
は
数
多
い
と
聞
く
。
本
誌
を
飾
る

多
彩
な
執
筆
者
の
顔
振
れ
を
見
れ
ば
、
そ
の
こ
と
は
す
ぐ
に
首
肯
さ
れ
よ

う
。　

そ
の
中
村
教
授
の
御
退
職
は
、
筆
者
個
人
と
し
て
も
、
ひ
と
き
わ
惜
別

の
感
に
た
え
な
い
も
の
が
あ
る
。
将
来
に
向
っ
f
＼
わ
れ
わ
れ
義
塾
法
学

部
の
た
め
に
、
従
前
に
か
わ
ら
ぬ
御
教
導
を
希
求
し
て
止
ま
な
い
。

　
法
学
研
究
編
集
委
員
一
同
は
、
中
村
教
授
の
末
長
い
御
健
康
と
御
研
究

の
発
展
を
、
心
よ
り
祈
念
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
平
成
七
年
一
月法

学
研
究
編
集
委
員
会
　
向
井

健
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